
貸 借 対 照 表 
(2019年３月31日現在) 

(単位：百万円) 

科    目 金   額 科    目 金   額 

(資 産 の 部) (負 債 の 部) 

流 動 資 産 46,088 流 動 負 債 43,722 

現 金 及 び 預 金 5,451 支 払 手 形 3,465 

受 取 手 形 11,021 電 子 記 録 債 務 8,562 

電 子 記 録 債 権 4,545 買 掛 金 27,089 

売 掛 金 21,568 短 期 借 入 金 1,250 

商 品 1,833 １年内返済予定長期借入金 1,141 

未 成 工 事 支 出 金 366 リ ー ス 債 務 13 

前 払 費 用 165 未 払 金 639 

未 収 入 金 634 未 払 費 用 213 

そ の 他 564 未 払 法 人 税 等 273 

貸 倒 引 当 金 △63 未 払 消 費 税 等 209 

前 受 金 153 

預 り 金 110 

賞 与 引 当 金 573 

そ の 他 の 引 当 金 28 

そ の 他 0 

固 定 資 産 11,723 固 定 負 債 3,608 

有 形 固 定 資 産 8,062 長 期 借 入 金 2,018 

建 物 1,320 リ ー ス 債 務 17 

構 築 物 41 繰 延 税 金 負 債 614 

工 具 器 具 及 び 備 品 8 退 職 給 付 引 当 金 16 

土 地 6,534 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 114 

リ ー ス 資 産 25 預 り 保 証 金 778 

そ の 他 132 そ の 他 49 

無  形  固  定  資  産 301 負 債 合 計 47,331 

ソ フ ト ウ ェ ア 230 (純 資 産 の 部) 

の れ ん 55 株 主 資 本 9,698 

そ の 他 15 資 本 金 850 

投 資 そ の 他 の 資 産 3,359 資 本 剰 余 金 449 

投 資 有 価 証 券 2,016 資 本 準 備 金 294 

関 係 会 社 株 式 353 そ の 他 資 本 剰 余 金 155 

出 資 金 79 利 益 剰 余 金 8,399 

長 期 貸 付 金 50 利 益 準 備 金 130 

破 産 更 生 債 権 等 94 そ の 他 利 益 剰 余 金 8,269 

長 期 前 払 費 用 4 固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 256 

敷 金 及 び 保 証 金 618 特 別 償 却 準 備 金 12 

そ の 他 214 別 途 積 立 金 2,300 

貸 倒 引 当 金 △71 繰 越 利 益 剰 余 金 5,700 

評 価 ・ 換 算 差 額 等 782 

その他有価証券評価差額金 782 

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  △0

純 資 産 合 計 10,481 

資 産 合 計 57,812 負 債 及 び 純 資 産 合 計 57,812 
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損 益 計 算 書 

(2018年４月１日から2019年３月31日まで) 
(単位：百万円) 

科   目 金   額 

売 上 高 137,440 

売 上 原 価 124,518 

売 上 総 利 益 12,922 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 12,219 

営 業 利 益 703 

営 業 外 収 益 

受 取 利 息 及 び 配 当 金 99 

仕 入 割 引 392 

そ の 他 473 965 

営 業 外 費 用 

支 払 利 息 26 

売 上 割 引 243 

そ の 他 52 322 

経 常 利 益 1,347 

特 別 利 益 

固 定 資 産 売 却 益    0 0 

特 別 損 失 

固 定 資 産 除 却 損 25 

減 損 損 失 22 48 

税 引 前 当 期 純 利 益 1,299 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 409 

法 人 税 等 調 整 額 11 421 

当 期 純 利 益 878 
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